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美
し
い
海
が
呼
ぶ
、人
々
の
に
ぎ
わ
い 

 

　
児
島
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り
立
つ
と
、軽
や
か
な
風
が
袖
を
通
り
抜
け

る
。
風
に
は
か
す
か
に
磯
の
香
り
が
す
る
。
東
京
の
記
録
的
な
猛
暑
を

忘
れ
さ
せ
る
爽
や
か
さ
で
あ
る
。
あ
あ
、瀬
戸
内
に
や
っ
て
来
た
の
だ
と

改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。岡
山
駅
か
ら
瀬
戸
大
橋
線
で
南
に
約
三
十

分
。瀬
戸
内
に
面
し
た
児
島
駅
に
た
ど
り
着
く
。こ
の
ま
ま
降
り
ず
に

乗
っ
て
い
る
と
、列
車
は
瀬
戸
大
橋
を
渡
っ
て
香
川
県
に
入
る
。
海
の
先

は
も
う
四
国
な
の
で
あ
る
。 

 

　
天
候
は
晴
天
。児
島
駅
近
く
の「
鷲
羽
山
」か
ら
瀬
戸
内
海
を
見
下

ろ
す
。
瀬
戸
大
橋
が
圧
倒
的
な
迫
力
で
眼
前
に
広
が
る
。
あ
い
に
く
夏

特
有
の
モ
ヤ
が
対
岸
の
四
国
の
連
山
を
隠
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、強
い

日
差
し
を
受
け
て
、海
面
は
光
輝
い
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
随
一
と
言
わ
れ

る
絶
景
で
あ
る
。 

　
瀬
戸
内
海
を
眺
め
な
が
ら
海
岸
線
を
車
で
走
る
。美
し
い
瀬
戸
内
海

に
面
す
る
こ
の
一
帯
は
岡
山
県
南
端
に
位
置
す
る
玉
野
市
で
あ
る
。
玉

野
市
は
面
積
約
一
○
○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
、約
七
万
人
が
暮
ら
す
臨

海
都
市
で
あ
る
。 

　
海
岸
線
の
大
き
な
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
、ふ
い
に
目
の
前
の
山
に
煙
突

が
三
本
現
れ
た
。驚
く
こ
と
に
、そ
の
煙
突
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、人
々
の

に
ぎ
わ
い
が
聞
こ
え
て
き
た
。子
供
の
歓
声
も
聞
こ
え
る
。色
鮮
や
か
な

パ
ラ
ソ
ル
も
見
え
る
。こ
こ
は
年
間
五
○
万
人
の
海
水
浴
客
が
訪
れ
る

「
渋
川
海
岸
」で
あ
る
。〃
日
本
の
渚
百
選
〃
に
も
選
ば
れ
た
、瀬
戸
内
一

の
海
水
浴
場
で
あ
る
。 

 

　
そ
し
て
、そ
の
に
ぎ
や
か
な
海
を
過
ぎ
る
と
、日
比
共
同
製
錬（
株
）

玉
野
製
錬
所
が
現
れ
る
。高
く
そ
び
え
る
煙
突
は
、こ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

  

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
総
合
効
率 

   

　
こ
の
地
に
製
錬
所
が
で
き
た
の
は
、明
治
二
十
六
年
に
な
る
。そ
の

後
、製
錬
所
は
時
代
と
と
も
に
い
く
つ
か
の
名
前
に
変
わ
る
が
、そ
の
長

い
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、昭
和
四
十
三
年
に
、三
井
金
属
鉱
業（
株
）と
日

鉄
鉱
業（
株
）の
合
弁
に
よ
り
日
比
共
同
製
錬（
株
）が
設
立
。そ
の
後
、

昭
和
四
十
六
年
に
古
河
機
械
金
属（
株
）（
当
時
の
古
河
鉱
業（
株
））が

経
営
参
加
し
、三
社
共
同
に
よ
る
大
型
製
錬
所
と
な
っ
た
。 

　
現
在
、電
気
銅
の
生
産
拠
点
で
あ
る
玉
野
製
錬
所
は
、年
産
二
二
・
八

熔錬工場屋上から見た日比共同製錬（株）玉野製錬所 

瀬戸内一と言われる渋川海岸には、年間50万
人もの海水浴客が訪れる。来夏には、この場所
で「晴れの国おかやま国体」のビーチバレー選
手権大会が催される 

製錬所近くのゴルフ場（瀬戸大橋カントリークラブ）
には銅屋根が使用されていた 

鷲羽山から瀬戸内海を望む。瀬戸大橋がまじかに迫る 

あかがね 

岡山市 

倉敷市 

直島 鷲羽山 

瀬戸大橋 

小豆島 豊島 

高松市 香川県 

岡山県 

わ
し
ゅ
う
ざ
ん 
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万
ト
ン
を
誇
る
、国
内
で
も
有
数
の
銅
製

錬
所
で
あ
る
。 

　
「
玉
野
製
錬
所
は
、製
錬
コ
ス
ト
、総
合

効
率
で
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
自
負
し
て

い
ま
す
」と
、丸
山
所
長
は
言
う
。 

　
「
と
く
に
、当
製
錬
所
で
最
も
特
徴
的

な
の
が
、自
熔
炉
で
す
。通
常
は
自
熔
炉
の

他
に
錬
　
炉
が
あ
り
ま
す
が
、生
産
効
率
を
上
げ
る
た
め
、ま
ず
そ
れ

を
一つ
に
集
約
し
ま
し
た
。錬
　
炉
の
電
極
を
自
熔
炉
に
入
れ
、自
電
炉

を
作
り
上
げ
た
の
で
す
。さ
ら
に
、そ
の
方
法
だ
と
電
気
を
多
く
消
費

す
る
た
め
、代
わ
り
に
自
熔
炉
で
コ
ー
ク
ス
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
大
幅
な
低
減
を
図
り
ま
し
た
。こ
の
方
法
は
〃
玉
野
式
自
熔

炉
法
〃
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」 

　
ま
た
、日
本
で
は
唯
一
の
　
　
電
解
法（
周
期
的
反
転
式
高
電
流
密

度
電
解
法
）を
採
用
し
て
い
る
。古
田
技
術
部
長
は
、 

　
「
通
常
、生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
高
電
流
を
か
け
る
と
、品
質
が

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、周
期
的
に
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
電
流

を
反
転
さ
せ
か
け
る
こ
と
で
、高
い
品
質
を
維
持
し
な
が
ら
、す
ぐ
れ
た

生
産
性
を
実
現
し
て
い
ま
す
」と
説
明
す
る
。 
 

　
そ
の
他
に
も
最
大
五
万
ト
ン
級
の
大
型
船
が
接
岸
可
能
な
専
用
埠

頭
や
、炉
ラ
イ
フ
四
五
〇
回
以
上（
世
界
最
高
レ
ベ
ル
）の
転
炉
操
業
技

術
、ダ
ブ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
式
硫
酸
工
場
と
排
煙
脱
硫
工
場
に
よ
る
硫
黄
回

収
率
の
向
上（
硫
黄
固
定
率
九
九
・
九
％
以
上
）、硫
酸
の
一
部
硫
酸
石
膏

へ
の
転
換（
輸
入
天
然
石
膏
の
代
替
材
料
と
な
る
）な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
よ
り
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。丸
山
所
長
は
、 

　
「
今
後
も
高
い
技
術
力
を
生
か
し
、総
合
効
率
化
を
進
め
、国
際
競

争
力
を
維
持
し
、高
品
質
電
気
銅
を
安
定
供
給
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」と
語
る
。 

　
平
成
十
五
年
に
は
、生
産
性
の
向
上
、改
善
等
が
評
価
さ
れ
、（
社
）日

本
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
に
よ
る
　
　
　  

優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。ま
た
、ISO

9001

認
証
の
取
得（
平
成
十
七
年
七
月
予
定
）準
備
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。 

   

環
境
保
全
を
徹
底
。 

　
人
が
集
ま
る
製
錬
所 

  

　
海
水
浴
場
に
近
接
す
る
玉
野
製
錬
所
は
、

昔
か
ら
人
々
の
厳
し
い
目
に
見
守
ら
れ
て
き

た
。し
か
も
、製
錬
所
の
敷
地
が
、瀬
戸
内
海

国
立
公
園
の
中
に
位
置
す
る
と
い
う
か
ら
驚

き
だ
。
周
囲
か
ら
の
環
境
規
制
や
要
望
は
き

わ
め
て
厳
し
い
と
、永
瀧
総
務
課
長
は
語
る
。 

　
「
こ
こ
は
、人
里
は
な
れ
た
工
場
と
は
違
い
、

人
の
営
み
の
す
ぐ
傍
に
あ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

そ
の
た
め
製
錬
所
周
囲
に
は
、岡
山
県
と
玉
野
市
の
監
視
モ
ニ
タ
ー
が

八
箇
所
設
置
さ
れ
、常
時
、二
酸
化
硫
黄
排
出
量
な
ど
が
監
視
さ
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
製
錬
所
内
に
も
、当
社
の
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、管
理

は
徹
底
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
昭
和
四
十
九
年
に
玉
野
市
と「
環
境

保
全
協
定
」
を
締
結
。
平
成
十
五
年
に
はISO

14001

認
証
を
取
得
し

て
い
る
。ま
た
、渋
川
海
岸
の
清
掃
や
海
開
き
前
の
整
備
、サ
メ
対
策
な

ど
、周
辺
環
境
整
備
の
協
力
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

　
さ
ら
に
長
い
歴
史
を
持
つ
製
錬
所
ら
し
く
、地
域
と
の
関
わ
り
も

非
常
に
深
い
。 

　
「
地
域
の
方
々
と
は
、年
間
七
十
回
く
ら
い
顔
を
会
わ
せ
ま
す
ね
。

夏
ま
つ
り
や
秋
ま
つ
り
…
。〃
あ
か
が
ね
音
頭
〃
と
い
う
製
錬
所
に
代
々

伝
わ
る
唄
に
あ
わ
せ
て
、所
内
で
踊
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。踊
り
は
こ

の
地
に
長
く
暮
ら
す
地
域
の
方
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」 

　
玉
野
製
錬
所
に
は
、親
子
二
代
、三
代
で
働
く
従
業
員
が
い
る
。長
い

年
月
を
か
け
て
、人
と
と
も
に
、海
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
製
錬
所
で

あ
る
。
海
水
浴
場
に
響
く
歓
声
は
、こ
の
製
錬
所
へ
の
信
頼
感
の
証
で

も
あ
る
。 

＊TPM
 

： Total Productive M
aintenance 

（
社
）日
本
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、あ
ら
ゆ
る
部
門
に
わ
た
り
、 

ト
ッ
プ
か
ら
第
一
線
従
業
員
ま
で
全
員
参
加
で
全
社
的
な
設
備
管
理
を
展
開
す
る
も
の
。 

夏まつりには製錬所内に山車が入って、「あ
かがね音頭」が踊られる。あかがね音頭は、
昭和22年頃作られたと言われ、当時の仕事
への誇りや郷土への愛情がたくみに表現さ
れている。 

永瀧総務課長 

丸山所長 古田技術部長 

鋳銅機。オートメーション化が進み、必要最小の人員で
操業されている 

玉野製錬所で製造された電気銅は、国内をはじめ世界各
国から高い評価を受けている 

埠頭には最大五万トン級の大型船が接岸可能。 
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